
「摂
大
乗
論
」

の
滅
尽
定

に
お
け
る

ア
ラ

ヤ
識

の
存
在

証
明

の
、

世
親

釈

の
諸
訳

の
文

の
錯
簡

と
そ

の
統

一
的

な
修

正

の
た

め

の
論

真

田

英

範

(
一
) 
梵
文

に
お
け
る
第

一
次
錯
簡

と
加
筆

ま
ず
、

諸
訳

の
略
称
を
示
す
。
世
親
釈
の
う
ち
、
真
諦
訳
を
(真
)
、

笈
多
共
行
矩
等
訳
を
(笈
)
、
玄
斐
訳
を
(玄
)
、
チ
ベ

ッ
ト
訳
を
(
T
)
、

無
性
釈
の
う
ち
、
玄
突
訳
を

(無
)
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
を

(
t
)
と
す
る
。

(無
)
と

(
t
)
は
よ
く
対
応
す
る
。
次
に
示
す
第

一
次
の
錯
簡
と
加
筆

は
梵
文
に
あ

つ
た
も
の
と
し
て
よ
い
。
理
由
は
。
(真
)
、
(笈
)
、
(玄
)

に
共
通
し
て
存
在
す
る
(但
し
、
(玄
)
で
は
一
部
の
加
筆
は
特
殊
性
を
示
す
)

か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
中
国
で
、
三
つ
の
翻
訳
の
文
に
お
い
て
、
同

じ
よ
う
に
錯
簡
と
加
筆
が
あ

っ
た
の

で
は
な
く
、
三
人

の
翻
訳
者
達

が
、
梵
文

の
誤
り
を
知
ら
ず
に
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

又
、
(無
)
と

(
T
)
に
そ
の
錯
簡
と
加
筆
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
そ

の
錯
簡
と
加
筆
・の
存
在
を
傍
証
す
る
。

以
下
に
お
け
る
説
明
で
は
、
(笈
)
を
中
心
に
述

べ
て
ペ
ー
ジ
は
大
正

蔵
経
の
三

一
巻
に
よ
る
。

(錯
簡
)
「
二
八
二
頁
下
段
 
如
二世
尊
説

一

身
行
滅
乃
至
言
意
行
滅
。

於
レ中
身
行
者
謂
出
入
息
 
語
言
行
者
謂
覚
観
 
意
行
者
謂
思
惟

及
想

等
 
如
二覚
観
滅
則
語
不

得
レ
生
 
如
レ
是
意
行
滅
則
意
不
レ得
レ
生
 
若

汝
言
 
如
下
身
行
滅
住
二於
定
中
一身
得
占
不
ワ滅
 
如
レ
是
意
行
錐
レ
滅

意
猶
レ得
レ
在
。
此
義
不
レ
然
何
以
故
 
有
二
因
縁

一故
 
更
有
二
別
身
行

為
レ
身
得
二
住
因

如
二
世
尊
説
一

由
二飲
食
命
根
及
識
等
二故
 
錐
レ無
二

出
入
息

一身
亦
得
レ住
。
意
則
不
レ
爾
。
更
無
二
余
意
行
所
つ持
故
於
二
彼
定

中
一不
レ得
下
以
二意
識
一為
中
心
住
上

如
三
世
尊
説
二
識
不
ワ
離
レ身

此
説
二

果
報
識
一

何
以
故

由
レ有
二
種
子
剛故
 
後
出
定
時
生
起
識
従
レ
此
而

生
」
こ
の
文
は
「
次
頁
上
段

以
二彼
方
便
心
是
善

一 
是
故
此
定
即
与
二

善
根

一相
応
故
。
」
の
直
後
に
あ

つ
た
文
で
あ
る
。

理
由
。

定
で
の
不

「
摂
大
乗
論
」

の
滅
尽
定

に
お
け

る

ア
ラ
ヤ
識

の
存
在
証

明

の
、
世
親
釈

の
諸
訳

の
文

の
錯
簡

と
そ

の
統

一
的
な
修
正

の
た
め
の
論

(
真

 
田
)

-19-



「
摂
大
乗
論
」

の
滅
尽
定
に

お
け
る

ア
ラ
ヤ
識

の
存

在
証
明

の
、
世
親
釈

の
諸
訳

の
文

の
錯
簡

と
そ

の
統

一
的

な
修
正

の
た
め

の
論

(
真

田
)

離
身
の
識

に
つ
い
て
、

こ
の
文
は
ア
ラ
ヤ
識
と
す
る
が
、
前
と
後
の
文

は
意
識
の
前
提
。

定
で
の
心
と
心
所
に

つ
い
て
、

こ
の
文
は
共
滅
を

い
う
が
、
前
後
の
文
は
共
起
と
そ
の
破
綻
を
い
う
。
(プ)
(イ)
は
こ
の
文
と

前
後

の
文

と
の
断
絶
を
示
す
。
(レ)

こ
れ
は
正
し
い
所
で
は
、
滅
尽
定
に

お
け
る
ア
ラ
ヤ
識

の
証
明
の
結
論
を
示
す
文
だ

つ
た
。
(ギ)
こ
の
錯
簡
を

正
し
次
の
加
筆
を
除
く
と
論
と
釈
の
順
が
合
う
。

(当
錯
簡
に
伴
う
加
筆
(
一
)
)
「
二
八
二
頁
下
段
 
若
汝
言
定

及
定
方
便

…
…
復

次
更
有
レ不
レ成
」

こ
の
文
の
こ
と
で
あ
る
。
理
由
。
(ア)

一
次
錯

簡
文
と
そ
の
前

の
文
を

つ
な
ぐ
目
的
で
加
筆
さ
れ
、
錯
簡
を
正
せ
ば
不

要
の
文
で
あ
る
。
(イ)

こ
れ
は

「次
頁
上
段
 
若
汝
執
言
善
心
勢
力
…
…

善
根
相
応
故
」
を
正
文
と
す
る
粗
暴

な
る
借
用

で
あ

る
。
そ
の
理
由

は
。
借
用
文
の
前
半
は

「方
便
も
定
も
並
び
に
善
心
の
み
生
ず
」
と
い

う
主
張
を
否
認
す
る
。
後
半
は

「方
便
で
は
善
心
と
善
根
が
相
応
し
て

生
じ
る
が
、
定
で
は
善
心
の
み
生
ず
」
と
い
う
主
張
を
否
認
す
る
。
後

半
の
内
容

は
正
文
と
全
く
同
じ
で
あ

る
。
「
汝
言
」
は
前
後
同

一
の
は

ず
だ
か
ら
、

こ
れ
は
借
用
文
の
破
綻
と
加
筆
を
示
す
。

(当
錯
簡
に
伴
う
加
筆
口
)
「
二
八
二
頁
下
段
 
此
能
依

所
依

一
切
時

…
…
不
レ
能
レ
令
二其
相
離
一」

こ
の
文
の
こ
と
で
あ
る
。
理
由
。

(ア)

一
次

錯
簡
文
と
後
の
文
を

つ
な
ぐ
目
的
で
加
筆
さ
れ
た
が
形
の
み
の
結
合
。

(イ)
こ
れ
は
す
ぐ
次
の
能
依
所
依
共
起
の
文
の
借
用
。

 
(当
錯
簡
に
伴
う
加
筆
日
)
「
二
八
三
頁
上
段

経
説
滅
尽
定

中
識

不
レ

離
レ
身
…
…
離

二結
後
生
一無
二
更
生
義

こ

こ
の
文
の
こ
と

で
あ

る
。
理

由
。

(プ)
滅
尽
定
に
お
け
る
証
明
の
結
論
と
し
て
加
筆
さ
れ
た
。
(イ)
こ
れ

は
二
八
二
頁
上
段
に
あ
る
釈
を
正
文
と
す
る
借
用

の
文
。

な
お
、
右
加
筆
・の
口
と
国
に

つ
い
て
は
、
玄
斐
訳
は
特
殊
な
形
を
示

す
。
そ
の
説
明
は
後
述
す
。

(
二
)
 
滅

尽
定

に
お
け
る
証
明

の
文

の
構
成

無
著
の
論
は
、
滅
尽
定
に
お
け
る

「
識
不
離
身
」

の
識
が
意
識
で
な

く
ア
ラ
ヤ
識
で
あ
る
こ
と
を
、
の
出
定

口
定

の
本
質

 
の
二
点
よ
り

証
明
す
。
口
は
(
1
)
心
所
の
な
い
こ
と
 
(
2
)
善
等

三
性
で
な
い
事

よ
り
証

明
す
。

こ
れ
は

(無
)

と

(
T
)
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
世
類
の
釈

の
梵
文
原
本
は
右
に
従

つ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
に
お
い
て

口
の
(
2
)
が
(
1
)
に
吸
収
さ
れ
補
足
と
な

つ
た
。
そ

の
時
、
滅
尽
定
に
お
け

る
証
明
の
全
体
の
結
論
を
示
す
第

一
次
錯
簡
文
が
口

の
(
1
)
の
注
釈
の
た

め
に
移
動
さ
れ
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
に
よ
り
、
加
筆
日
が

全
体
の
結
論
を
示
す
も
の
と
し
て
加
筆
・さ
れ
た

の
で
あ
る
。
又
そ
の
た

め
、
「
二
八
三
頁
上
段
 
若
復
執
離
二
阿
梨
耶
識

一以
二意
識
一故
言
二滅
尽

定
中
有
ワ
心
者
」

こ
れ
以
下
の
文
は
全
く
の
繰
り
返

し
と
し
て
口

の
(
2
)

の
意
味
を
失

つ
た
。
(笈
)
、
(真
)

は
イ
ン
ド
に
お
け
る
梵

文

の
変
化

を
そ
の
ま
ま
訳
し
た
の
で
あ
る
。

(玄
)

に
は
右
の
変
化
の

一
層

の
徹
底
と
原
本

の
復
活
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
玄
婁
の
作
為
で
は
な
く
梵
文
に
よ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
は
、
第

一
次
錯
簡
文
の
結
論
性
が
復
活
さ
れ
、
錯
簡
の
位
置
の
ま
ま
で
そ
こ
で
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滅
尽
定
の
証
明
の
結
論
が
出
た
と
見
な
さ
れ
た
。
そ
う
す
る
と

(笈
)

に
見
ら
れ
る

「加
筆
口
以
下
加
筆
日
に
至
る
文
全
体
」
が
そ
こ
に
居
ら

れ
な
く
な
り
、
先
述

の
繰
り
返
し
の
文
の
後
半

に
移
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

こ
こ
で
加
筆
日
は
結
論
文
の
重
復
を
無
く
す
る
た
め
に
削
除
さ
れ

た
。
以
上
の
事
は

「
三
三
五
頁
下
段

 
論

日
又
此
定
中
由
二
意
識
一故

執
レ
有
レ
心
者
…
…
不
レ
応
レ理
 
釈
日
已
広
廃
二
立
滅
定
有

心
。
今
当
略

顕
二第
二
頽
義
こ

の
文
が
よ
く
示
す
。
論
と
な

つ
て
い
る
の
は
無
著

の

原
文
の
復

活
で
あ
る
。
第

一
次
錯
簡
文
は
こ
の
直
前
に
あ
る
。
略
顕
第

二
頗
義
の
第
二
頒
は
口
定
の
本
質
と
そ
の
吻
か
ら
の
証
明
を
指
す
。
補

足
は
同
し
。

(
三
)
 
第

二
次
錯
簡

と
加
筆
(
各
訳
独
自

の
も

の
)

(
T
)
の
場
合

(デ
ル
ゲ
版
)
。「
一
四
〇
b
五
行
目
 
あ
た
か
も
ア
ラ
ヤ

識
が
無
く
…
…
同

七
行
目
 
転
依
を
成
就

す
る
。
」

こ
れ
は

「
一
三
八

b

一
行
目
 
法
の
身
は
得
な
い
」
の
後
に

つ
く
錯
簡
。
次
の

「あ
た
か

も
ア
ラ
ヤ
意
識
に
よ
り
て
…
…
(
次
行
の
)
ア
ラ
ヤ
識
で
は
な
い
」
は
加

筆
。
又
、

「
一
四
〇
b
七
行
目
か
く
の
ご
と
く

こ
こ
に
又
…
…
一

四

一

a
四
行
目
 
か
く

の
ご
と

き
は
認
め
な
い
。」
こ
れ
は
加
筆
。

「
一
三
八

b
二
行
目
よ
り
同
五
行
目
」
の
文
を
借
用
し
た
も
の
。
こ
れ
は
前
述
の

錯
簡
と
後

の
本
文
を

つ
な
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
た
加
筆
で
あ
る
。

な
お
、

(
T
)
の
北
京
版
は
デ

ル
ゲ
版
の
文
章
、
語
句

と
全
く
同
じ

と
い
つ
て
よ
い
。

(真
)

の
場
合
。
「
一
七
五
頁
中
段
 
論
日
云
何
知
レ然
 
釈
日
…
…
何

故
不
レ
作
二如
レ
此
説
こ

は
加
筆
。
す
ぐ
後
に
同

じ
内
容
が
重
復
す
。

こ

の
比
喩
は

一
七
六
頁
下
段

の
文
か
ら
の
借
用
。
又
、
「
一
七
七
頁
中
段

何
以
故
従
二所
依
二…
…
何
具
如
二前
説
こ

は
加
筆
。

こ
こ
に
は
必
ず
第

一
次
錯
簡
文
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
又
、
二

七
六
頁
下
段
右
 
復
次
若

汝
言
由
此
定
方
便
中
…
…
有

レ
心
無
二
触
等
一者
是
義
不
レ
然
」
も
加
筆
。

理
由
。
他
訳
に
無
く
第

一
次
錯
簡
と
加
筆

を
知
ら
ず
に
そ
れ
を
借
用

し
た
も
の
。
こ
れ

は
直
前
の

「由
三
厭
二悪
心
法

一是
故
但
抜
二除
心
法
一

…
…
是

義
不
レ然
」
か
ら
の
借
用
で
も
あ
る
。
又
、
「
一
七
六
頁
下
段

論
日
有
二響
喩

一故
」
で
は
、
響
喩
と
は
心

・
心
所
の
共
起
で
あ
る
は
ず

な
の
に
釈
は
共
滅
の
内
容
と
な
り
全
く
合

つ
て
な
い
。
又
次
の

「論
日

如
二
非

一
切
行
二

切
行
不
レ如
レ
是
故
」
の
釈
の
範
囲
が
全
く
不
明
。
釈

と
論
が
全
く
合

っ
て
な
い
。
第

一
次
錯
簡
を
正
し

「次
頁
上
段
 
何
以

故
由
二讐
成
一故
」
以
下
の
相
当
部
分
を
当
て
る
べ
き
な
の
だ
。

(玄
)

の
場
合
。
「
三
三
五
頁
中
段
 
又
不
レ
応
レ理
有
二
響
喩
一故
」
と

「
同
頁
同
段
 
何
以
故
如
二
非
遍
行
一此
不
レ有
故
」
は

(真
)
の

一
七
六

頁
下
段
の
形
だ
け
借
用
の
加
筆
。

(
四
)
 
原
本

に
対
す

る
二
釈

六
訳

の
判
定

無
性
と

(
T
)
の
見
た
梵
文
世
親
釈
が
世
親

の
原
本
に
最
も
近
い
。

次
に

(笈
)
、
(真
)

が
近
く

(
玄
)
は
最
も
遠

い
。

(県
立
小
田
原
城
内
高
等
学
校
教
諭
)

「
摂
大
乗
論
」

の
滅

尽
定

に
お
け
る

ア
ラ
ヤ
識

の
存
在
証

明

の
、
世
親
釈

の
諸
訳

の
文

の
錯
簡

と
そ

の
統

一
的

な
修

正

の
た
め

の
論

(
真

田
)
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